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V308a X線衛星代替機 XARM における科学運用計画
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X線天文衛星「ひとみ」で実現しようとしていた軟X線での超高分解能分光観測を回復すべく、X線衛星代替
機 (X-ray Astronomy Recovery Mission, XARM) 計画が進められている。XARMによる科学観測のアウトプッ
トを最大化すべく、これまでの X線衛星以上にゲスト観測者のサポート活動を深く行うチームとして、搭載検出
器の開発チームや衛星の運用チームとは独立に、科学運用チーム (Science Operation Team, SOT)を立ち上げ、
打ち上げ前の早い段階から、軌道上での科学運用をスムーズに実施できる体制を整える予定である。現在は、こ
うした科学運用のコンセプトに従い、SOTで実際に実施する活動を定義している段階である。たとえば、提案さ
れた観測の効率を最大化するための運用計画の補助や、衛星テレメトリーの高次データ処理とアーカイブ、衛星
データ解析用のソフトウェアと較正データベースの開発、および、検出器性能向上のためのスタディ、ユーザー
サポート・ヘルプデスク等の活動を展開する予定である。本講演では、XARM SOTで展開する科学運用のコン
セプト、および、具体的な活動計画について報告する。


